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　 鳥  屋  市 田尻にある 入  母  屋 造りの木造瓦
と や いち いり も や

葺きの建物です。一辺が3.6mと非常に小

さなお堂で、本尊として不動明王が安置

されています。創建年代は江戸時代中期

と考えられています。地域の人々の信仰

の場となっており、大切に護られています。

荏鳥屋市不動堂

　鳥屋市不動堂の脇にひっそりとあります。高さ109㎝と小さなも

のです。石幢の祖型は中国の唐代の「 経  幢 」に求められますが、
きょう どう

日本に入ってきた後、日本風にアレンジされて今の形になりまし

た。不動堂の石幢は笠と六角形の 幢身 からなる単制と呼ばれる
とうしん

形式のもので、江戸時代に造られたものと考えられています。幢

身の上部には六地蔵が彫られています。

餌不動堂の 石憧 
せきどう

「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある方

に音訳（朗読）テープと点字による広報をお届けしています。
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豆知識　
入母屋造り：屋根の形式の1つです。上部
は切妻造りのように二方へ勾配をもち、
下方は寄棟造りのように四方へ勾配をも
つものをいいます。寺院などに多くみら
れます。

【アクセス】　上之保地内巡回バス[鳥屋市・行合方面]「田尻」

　　　　　　下車、すぐ。

　　　　　　東海環状自動車道・富加関ICから上之保方面へ車で

　　　　　　約40分

★
荏餌


